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 謹んで新年のお喜びを申し上げます。年頭に

当たり日頃から本会にお寄せ頂いております皆

様のご指導とご支援に対し衷心より厚く御礼申

し上げます。 

 昨年3月に発生しました東日本大震災，そして

福島第一原発の事故により犠牲となられた方々

へのご冥福をお祈り申し上げますとともに，被

社）北海道農業機械工業会 

会長 細倉 雄二 

北農工 AGRI TECHNICA2011への出展 

（JAPAN パビリオン） 
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災された皆様やその家族の方々に，心よりお見

舞い申し上げます。1日でも早い復興を祈念する

とともに，当会は復興に向けた支援を行ってい

きます。 

さて日本経済の動向ですが，世界の景気や株

価が低迷する中，震災後のサプライチェーンの

立て直しや各種の政策効果を背景に持ち直す傾

向にあるものの，電力供給の制限や今後も続く

原発事故の影響に加えて，欧州の政府債務危機

を背景とした海外景気の下振れ，超円高，タイ

の洪水もあり予断を許さない状況が続いていま

す。 

こうした厳しい日本経済の中にあって昨年の

コメ作況指数は全国平均が 101 と例年並となり

ましたが，目標生産数量を上回ったため本年の

生産数量は減少することになりました。70 億人

に到達した世界人口は増加傾向にあり食料増産

の必要性があらゆる地域で高まっています。こ

のことからも農業は永続的な産業でなければい

けないのは明白であり，それを支える農業機械

の役割と使命はより重要なものであると考えて

います。 

 北海道の昨年のコメ作況指数は，全もみ数は

少なかったものの 7 月以降概ね天候に恵まれ登

熟が良好となったため 105 が見込まれていて，

一昨年に比べると 7 ポイント上昇しています。

北海道農業は恵まれた土地資源を活用し，地域

や立地条件に即した多用で生産性の高い土地利

用型農業が営まれています。今後も北農工の会

員各位がこれまで培ってきた技術や知恵を基盤

に，共に連携し合って次代の農業の発展に貢献

することが我々に課せられた使命だと認識して

います。 

一昨年4月に発生しました宮崎の口蹄疫は畜

産農家ばかりでなく農業関係者な大きな影響を

与え，帯広で開催予定の国際農機展も延期とな

り，昨年の東日本大震災で中止になりました。

農業分野では個別所得制度が本格導入され農政

も大きく変わろうとしています。環太平洋経済

連携協定(TPP)への交渉参加表明は農業を始め

国内産業の変化に大きな影響を及ぼすものと考

えられます。従来の延長線上の発想ではなかな

か解決出来ない新たなパラダイムへの転換が求

められているのではないでしょうか。 

 農業機械業界は農業生産に寄与し，低コス

ト・高品質農産物生産に適した数々の農業機械

の製造，技術開発や普及，適正な販売が使命で

あり，従来にも増して新機種の開発や流通の正

常化を推進し，農業や農村の発展に貢献してい

かなければなりません。 

 北農工として本年も低コスト農業，環境に優

しい農業の実現のために，農業機械の安全対策

を図ると共に，サービス体制を整備し，農家の

皆さんが夢を持ち続けながら，安心して継続的

に農作業に専念して頂けるよう，農業技術・農

業機械の普及と発展に尽力して参る所存であり

ます。 

 また，北海道の農業機械の更なる価値向上を

目指し，諸外国へのグローバル展開も視野に入

れ会員会社の支援もしていきますので，ご理解

ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 本年も関係諸機関，関係団体の更なるご支援

とご協力をお願い申し上げ，また，この新しい

一年が皆さま方にとりまして素晴らしい年にな

りますよう，祈念申し上げ新年の挨拶とさせて

頂きます。 
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北海道経済産業局長 年頭所感 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省北海道経済産業局 

局長  和田 修一 

 

平成 24 年の新春を迎え，謹んで新年のお慶び

を申し上げます。 

昨年の我が国経済を振り返ると，3 月 11 日に

発生した東日本大震災及びこれに伴う原子力発

電所の事故等により未曾有の被害がもたらされ，

サプライチェーンの寸断や，エネルギー制約な

ど，その影響が広く及ぶとともに，欧米諸国等

の財政問題等を背景に急速な円高が進行するな

ど，経済の先行き不安が拭えない一年となりま

した。 

こうした経済環境を踏まえ，当局としては，

北海道経済の活力ある自立的発展を実現してい

く観点から，産業界，大学をはじめとした研究

機関，自治体，金融機関等と幅広い連携を図り

ながら，以下を重点とした政策展開に努めてま

いります。 

第一に，我が国最大の食料供給地域であり，

他の地域に比べて，更に大きく成長する可能性

を持つ北海道の食関連分野の強みを活かすため，

引き続き関係機関と連携しつつ，新商品・新サ

ービスの開発や食品の機能性評価などの手法を

活用し，農水産物や食品の高付加価値化が可能

な産業拠点づくりを進めるとともに，強力な北

海道ブランドを持つ観光・コンテンツ分野等と

の連携を進め，「食の総合産業化」を目指す「食

クラスター活動」及び「国際戦略総合特区」の

推進を支援します。 

第二に，北海道の産業の厚みを増していくた

め，北海道の地域特性である，安価な土地，豊

富な水，冷涼な気候，優秀な人材等に加え，自

然災害が少ないという諸条件を活かし，企業の

リスク分散の適地として生産拠点や研究拠点の

立地を促進します。 

また，これに加え，生薬の生産拠点としての

ポテンシャルと植物工場などの先端技術を持つ

バイオ分野や，優れたソフトウェア・アプリケ

ーション開発技術を持つ IT 分野，ニッチトッ

プ・オンリーワン技術を持ち，地域経済を牽引

するものづくり分野などの事業展開を支援しま

す。 

第三に，北海道の地域経済を支える重要な担

い手である中小企業に，その潜在力・底力を発

揮していただくため，地域金融機関等との連携

の下，金融と経営支援の一体的取組等を進める

とともに，引き続き，資金繰り対策や技術力強

化，新たな海外販路開拓支援などを通じて，戦

略的経営力の強化に繋げてまいります。 

第四に，経済成長を支える基盤を維持・強化

するために，エネルギーの安定供給に努めると

ともに，地域に存在するエネルギー・資源の有

効活用を進めるため，風力・太陽光・雪氷熱・

地熱等の再生可能エネルギーの導入拡大を支援

するとともに，省エネルギーの推進に向けて実

践的な取り組みを推進します。 

第五に，安心・安全な社会の確保を目指し，

地域社会の課題を解決する観点から，地域コミ

ュニティ維持機能を持つ中心市街地・商店街の

活性化等まちづくりを支援するとともに，悪質

商法対策など特定商取引法及び割賦販売法の確

実な執行を通じて，消費者利益の増進に努めま

す。 

当局といたしましては，現場主義の原則に立

って企業や関係機関の声をしっかりと伺い，地

域経済の実態を十分踏まえた上で，適切かつス

ピード感を持って，これらの施策を展開してま

いります。 

本年におきましても，関係各位の一層のご理

解，ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年とな

りますよう，心からお祈り申し上げ，新年のご

挨拶とさせていただきます。 
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平成二十四年 知事年頭所感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道知事 

高橋 はるみ 

 

道民の皆様，明けましておめでとうございま

す。 

お陰をもちまして，私が北海道知事として三

期目の重責を担わせていただいてから，初めて

の新春を迎えることができました。皆様には，

平素から道政各般にわたり深いご理解と暖かい

ご支援を賜り，心から感謝を申し上げます。 

さて，昨年を振り返りますと，三月十一日に

発生した東日本大震災と福島第一原子力発電所

の重大事故という我が国の経済社会全体に大き

な影響を及ぼし続けている未曾有の事態に直面

するとともに，相次ぐ集中豪雨や大型台風の上

陸，急激な円高や世界的な景気後退が，厳しさ

を増す経済と暮らしに追い打ちをかけ，TPP 協

定交渉への参加問題に国全体が大きく揺れ動い

た，まさに「戦後最大の危機」を迎えた一年で

ありました。 

道内におきましても，景気の低迷や大震災の

爪跡が道民の暮らしや経済に深刻な影響をもた

らす中，原子力発電の安全性を巡る諸課題，1R

北海道の重大事故′や HAC の重大インシデン

トの発生，さらには TPP 問題への対応など，か

つてない複雑で難しい課題に直面しました。こ

うした課題への対処や一日も早い景気の回復に

向け，道民の皆様と手を携え，「地域」に徹底的

にこだわり，あらゆる手段を講じて全力を挙げ

て取り組んでまいりました。 

一方では，上海や北京，台湾など東アジアで

の積極的なトップセールスを通じて，今後の交

流拡大に向けた確かな感触をつかむことができ

たほか，「食クラスター」．プロジェクトの本格

的な展開をはじめ，「再生可能エネルギー」活用

の新たな広がり，麦チエンを進める中での期待

の道産新小麦「ゆめちから」のデビュー，「なで

しこジャパン」や福島千里選手など「どさんこ

女子アスリート」の活躍など，北海道の明日に

つながる力強い歩みが見られた一年でもあった

と実感しています。 

いま北海道は，大震災による影響に加え，様々

な危機に直面していますが，北海道の未来への

確かな道筋を切り拓くためにも，この危機をむ

しろチャンスと捉え，震災後の「新しい基軸」

の中で，時代の変化や世界の潮流を見据えて，

戦略的な取組を積極的に推進していくことが重

要です。 

そのためにも，北海道の大きな強みである「北

海道価値」を最大限に活用し，食産業立国や新

たな海外市場への戦略的な展開，中小企業の支

援など「経済再生と自立型経済産業構造の確立」

に向けた取組を一層推進するとともに，災害に

強い地域づくりや成熟社会の実現など「安心し

て住み続けられるふるさとづくり」，さらには，

再生可能エネルギーの導入促進や次世代環境モ

デルの構築，バックアップ拠点構想の推進とい

った本道の優位性を活かした「先進的社会モデ

ルの創造」に向けた取組などを力強く進め，北

海道の「新しい未来図」をしっかりと描き，そ

の実現を目指してまいりたいと考えております。 

かつてない大変革の時代を迎える中，私たち

の前には大きな困難が立ちはだかっておりまず

が，世界，そして未来を見据え，地域輝く新生

北海道を築き上げるために全力を尽くしてまい

りたいと考えております。引き続き，道民の皆

様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

す。 

新しい年が，皆様にとりまして，希望に満ち

た幸多き年となりますよう，心からお祈り申し

上げ，新年のご挨拶とさせていただきます。 
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会員各社の今年の新製品・主力製品を紹介する

ため，各社からの報告に加えて，「農経しんぽう」

および「農機新開」のホームページなどから情報

を収集した。引用を許された農経新報社と新農林

社に厚く御礼申し上げる。両ホームページの URL

は下記の通りである。 

農経しんぽう：http://www.n-simpo.co.jp 

農機新聞：http://shin-norin.co.jp 

 

１．本田農機工業の新製品･主力製品 

種籾脱水機 HSE-2N，HSE-4NT 

本機は催芽籾の損傷を防ぎ，種籾の表面水分を

短時間で除去し，播種作業の効率化を図る大容量

の脱水機です。型式は HSE-2N と HSE-4NT の二

機種がある。「HSE-2N」は全長 640mm，全幅 640mm，

全高 900mm，重量 50kg で，容量は 15kg である。

モーターは 0.4kW，200V で，脱水能率は 1.5～2.0

分である。「HSE-4NT」は全長500mm，全幅920mm，

全高 1,025mm，重量 60kgで，容量は 20kgである。

モーターは 0.75kW，200V で，脱水能率は 1.5～2.0

分である。両機種とも簡便に使用することが出来

る種籾脱水機である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．北央共立販売の新製品･主力製品 

はぎとーる 

「はぎとーる」は水稲のポット苗箱を自動で剥

ぎ取る機械で，ハウス内中央通路の左右に設置さ

れた苗箱を同時に剥ぎ取る。本機を使用により腰

を曲げて苗箱を剥ぎ取ることがないため，腰への

負担が少なくなり，作業能率は 900～1,000 箱/時

である。 

剥ぎ取りは，ポット苗箱の下に敷いた根切りネ

ットを巻き上げ，その上に設置された苗箱を剥ぎ

取る機構である。苗箱の裏はスクレーパで付着し

た土を除去できる。苗箱の向きは横あるいは縦に

設置した苗箱に対応可能で，横置きだと 4 箱，縦

置きだと 8 箱，縦 1 箱横 3 箱に使用可能である。 

剥ぎ取った苗箱がセンサーに接触すると自動

的に停止し，センサーに接触している苗箱を取り

除くと自動的に剥ぎ取り作業を行う。 

本機の全幅 2,852mm，全長 907mm，全高 752mm，

重量 94kg で，DC モーター（62W）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトル SK-X17 

本機は，水稲の育苗ハウスで苗に自動潅水を行

う機械である。本機の特徴は，潅水ブームは水平

機構により地面に水平に制御，走行速度は無段変

速で調節可能，大容量バッテリーで長時間作業が

可能，ホースは自動整列巻き取り，左右ブームの

今 年 の 新 製 品 ・ 主 力 製 品 

本 会 ･ 会 員 の 動 き ， 企 業 短 信 

種籾脱水機 HSE-4NT 

はぎとーる 
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開閉はワンタッチ方式などである。また，ハウス

間の移動は移動台車（オプション）で簡便に移動

できる。機体の全長 800mm，全幅 470mm，全高

925mm，重量 92kg である。作業速度は 0.7～8m/

分で，50m ハウスだと 8～70 分である。ブーム長

は 5.7m，オプションで 1,100mm 程度，潅水量は

40 リットル/分である。ホースの巻き取りは走行

速度に連動している。走行するレールの幅は 280

～330mm である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．エフ・イーの新製品･主力製品 

薄むき名人 

水洗式小型自動じゃがいも皮むき機 

じゃがいもの皮むき作業は多くの人手と汚水

およびゴミ処理のコストが必要である。省力とコ

スト削減を可能にし，操作が簡便な水洗式小型自

動じゃがいも皮むき機を開発した。本機は，皮ぎ

わのうま味を残し，じゃがいものサイズを問わな

いで皮むきが出来る画期的な水洗式コンパクト

ピーラーである。「薄むき名人」は大きなじゃが

いもから小さないもまで，きれいに皮をむくこと

ができ，小量のじゃがいもでも使用可能である。

また，じゃがいもは土付のままで皮むきができ，

使用水量は 5～10 リットル/分と節水仕様である。 

本機は全幅 710mm，全長 500mm，全高 1,120mm

で，オールステンレスである。電源は AC100V，

0.2kW である。皮むきはナイロンブラシで行い，

じゃがいもの他に，にんじん，さといもの皮むき

にも利用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

道総研が考える北海道農業の推進方向 

北海道立総合研究機構中央農業試験場 

生産研究部長 竹中秀行 

 

紹介頂きました道総研の竹中です。本日は道総

研が考える北海道農業の推進方向というテーマ

で，お話しいたします。 

まず，道総研を紹介します。旧道立研究機関が

1 つの機関となったのが昨年の 4 月で，業態が移

行して早一年余りが経過します。内部では様々な

変化がありましたが，元の機能を維持すると説明

して来ましたので，外から見てどこが変わったの

かピンと来ない方が多いと思います。現在は 22

の試験場，6 つの研究本部という構成になってい

ます(1)。守備範囲は農業，水産業，森林，産業技

術，環境・地質，建築に関する研究と広く，ない

のは土木技術の研究です。それぞれ独法化前には

行政部局の出先機関としてぶら下がっていたの

ですが，形としてこれがなくなりました。道から

は研究資金と運営資金を交付金として受けます

が，運用は道総研が自主的に行うことが出来，独

立した関係になりました。 

特集： 特別講演会 

自動潅水機 シャトル 

薄むき名人 
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それぞれの試験場が全道に散らばって配置さ

れ，これまで通りの機能を果たしています。見た

目は何も変わりませんが，1 つの組織になったこ

とで，直接連携した研究を行うことが可能になっ

たことが強みの 1 つです。これまでは途中にそれ

ぞれの上位機関として行政部局を挟んだ関係で

したが，直接の連絡が容易になり，共同研究も大

変やりやすくなりました。 

もう少し具体的に言うと，例えば農業技術に関

して，農業試験場は将来予測に基づく展望と具体

的目標値を設定した上で品種や栽培法，管理方法

を開発します。その過程で，不足する技術が何か

を明らかにします。それが機械技術であれば道内

外のメーカーと提携して技術開発を推進します。

これまで行って来たコンバインの開発などがわ

かりやすい成果例です。一方で，工業試験場は製

造技術の専門家として，技術支援による道内企業

の事業化・実用化を支援します。これらが一緒に

なることで，農業とものづくり産業両者発展の展

望を描くことが出来ます(2)。農業と農機産業の両

方が栄えて，地域が活性化する道です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つぎに，農業の将来展望について説明します。

北海道農業の現状を言う前に，世界の人口動態を

見ますと，総務省の公開データによれば，世界人

口は 2050 年頃まで増加の一途をたどる予想です

が，増え方には 2030 年頃から，かげりが見えま

す。また，増加するのは新興国だけであって，先

進国はほぼ横ばいで，ピークを過ぎて 2030 年頃

からは減少に入るように見えます。さて，日本は

というと，既に 2010 年にはピークを迎え，減少

に向かいます(3)。ここで，人口の増加率を見てみ

ます。プラスなら増加，マイナスであれば減少，

値が大きければその動きが速いことを表します。

日本の増加率は 2010 年を待たずにマイナスに入

っており，その速度も大きくなっています。つま

り減少に拍車が掛かった状態，放っておけば減少

の一途をたどります(4)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは北海道の農家人口はどうかというと，

2005 年農業センサスデータのコーホート分析に

よれば，ほぼ直線的に減少し，10 年後の 2020 年

の北海道全体の予測値は 10 万人程度です(5)。地

域別に見ると特に空知の減少程度は大きく，2020

年には十勝，網走，空知がほぼ同程度の農家人口

になりそうです(6)。農家人口と同様に農家戸数も

減少し 2010 年には約 4 万 4 千戸，今後も直線的

に減少していく予想で，これも人口と同様に空知

の減り方が最も急です。ここで言う農家戸数には

個人農家だけでなく，法人も 1 法人 1 戸としてカ

ウントしており，戸数の減少は協業法人の増加に

よる効果も含んでいます(7)。それでは耕地面積は
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というと 20 万 9000ha をピークに減少傾向を見せ，

平成 22 年は 15 万 6000ha まで減少し，今後も微

減の傾向が予測されています(8)。これはいずれの

地域においても同様です。人口と併行して農家戸

数も減少し，耕地面積は微減にとどまるというこ

とは，とりもなおさず，1 戸あたりの耕地面積は

増大するということです。経営体が減少し，戸数

はここ 20 年間で半減し，1 戸あたりの経営耕地面

積は H22 年で 21.4ha と倍増しています(9)。農林

業センサスによればここ 10 年間で増加している

のは 50ha 以上の規模層で，その平均は約 90ha 余

りになります。現実に十勝には 130ha を超える個

人経営農家，メガファームと言うべき法人が存在

します。統計には草地も含んでいることをさしひ

いても畑作で 100ha を超える層が今後ますます出

現するであろうことは容易に想像されます(10)。

また，高齢者の比率は確実に増えつつあります。

農作業事故数は横ばいですが，担い手数が減って

いることを考えると比率は高まっており，この原

因のひとつになっています。 
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次に地球温暖化の予測についてお話しします。

これは 2010年に農業試験場が行った予測ですが，

月平均気温は現在から 1.3～2.9℃（平均 2.0℃）上

昇し，特に農耕期間である 5～9 月は平均 1.8℃昇

温します。日射量現在の 0.85 倍に減少し，年降水

量現在の 1.2 倍，6，7 月は多雨傾向で，気温，降

水量ともに 変動は大きくなると予想しています

(11)。これに伴い，水稲は作付け可能な面積が増

大し，収量性は現在並かやや増加し，タンパク質

含有率やアミロース含有率が若干低下し良食味

化すると予測されますが，気候の変動が大きくな

るので障害型冷害リスクには大差ありません。 

一方で，秋まき小麦は 5 月以降の日射量の減少

で収量は現在より 8～18%低下し，倒伏・穂発芽

の増加が懸念されます。てんさいは気温上昇によ

って根重は増大しますが根中糖分は低下し，結果，

糖量（根重×根中糖分）は 6％増加する予測です。

ただし，高温病害発生量が多くなると考えられま

す(12)。これらの変化に対応するには各種病害抵

抗性・耐障害性，高温・湿潤環境への対応はもち

ろん，当面は耐冷性の強化も必要です。また，栽

培技術としては播種・移植適期・収穫期の変更，

施肥体系の再構築，栽培地帯区分の変更，病害虫

発生の変化への対応，湿害対策が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さてここまでを整理しますと，北海道農業の課

題が見えてきます。避けることの出来ない農業人

口の減少による1戸あたり経営耕地面積の増大と

担い手の高齢化は農村や地域の崩壊を容易に連

想させます。危機感をもって農業以外の産業を含

めた農村の維持に具体的な手立てが必要となり

ます。変化は生産環境にとどまりません。日本が

避けることの出来ない農産物輸入とこれと関連

した関係した農政の変革，人口減少の偏りによる

過疎とこれに起因する集落や地域の崩壊，地球環

境に対応した温暖化ガス排出削減など，今までと

異なる新たな課題を抱え，今後我々はどのように

技術開発を進めるべきでしょうか(13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とくに規模拡大に対応するとき，トラクタの出

力を上げ，トラクタ１台の稼働率を上げないで，

台数を増やし，運搬や荷役用機械の台数を増やし，

作業機の能力を上げるという選択をしがちです。

これでは機械の供用年数の短期化により結果と

して10a当たりの農機具費が増大してしまいます。

一方で規模拡大によって農機具費を減少させて

いる例もあります。これは規模に見合った機械装

備として1台あたりの新調価が高くても能力がこ

れを凌駕する場合です(14)。 
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収量や品質の向上が可能な新しい栽培技術と

これに用いる高性能機械という組み合わせがこ

れに当たります。これらの多くは欧米からの輸入

農機に頼らざるを得ないのが現状で，道内技術は

これに対応しきれていないと思います。 

道内の農家戸数減少による需要の落ち込みな

どによって農業機械の販売額低下が長期化して

いいますが，発展のための新たな需要開拓を目指

す動きがあります。ヨーロッパやアジアに市場を

求める動きです。この動きは需要開拓だけにはと

どまりません。特にヨーロッパ市場への販売に際

して求められるCEマークやREACHなどの認証，

規制に対応する能力を付けること，国際企業とし

ての広い視野を身につけること，常に最新情報を

得るアンテナを持つことも重要な目的となりま

す。また，新たな技術の北海道向けの応用によっ

て規模拡大過程で外国製に頼っていた作業機群

の国産化によるコスト低減，メンテナンス性向上

の享受へとつながります(15)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような発展戦略に沿って北海道において

も大学，農業系・工業系研究機関が連携強化を進

め，技術革新に取り組んでいます。北海道の経済

発展に大きく寄与していくためは、さらに地域の

指導機関とも連携して、新たな技術を実用的なシ

ステムに構築していくことが急務であると考え

ています(16)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近未来の北海道の人口動態や生産環境の変化

に的確に応える最適解を目指すため，地域農業の

グランドデザインと機械技術に求められる最適

コンセプトの提示は農試の使命であると考えて

います。今後も皆さんともに進んで行きたいと思

います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当会では，ドイツで開催される農業機械展

（AGRI TECHNICA 2011）にJAPANブースを設

置し，北海道の畑・野菜用の農業機械等の製品群

を出展した。また，EUの市場調査や販路開拓体

制の検討を行ったので紹介する。 

AGRI TECHNICA は農業機械の展示会で，2

年に 1 回，ドイツの Hannover 市で開催されてい

る。今回の展示会日程は 11/13～11/19 の 7 日間

である。北農工では 5 社の農業機械を展示し，展

示機械は EU で利用が見込まれる，にんじんハー

ベスタ，ポテトハーベスタ，除草機，じゃがいも

皮むき機，リヤバケットなどの 6 機種の畑･野菜

用機械である。これらの機械の特徴は小型･コン

パクトで取り扱いやすい，損傷が少なく高い品質

の農産物の収穫や調製が可能，環境保全や労働負

荷軽減などを目的として開発された機械である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AGRI TECHNICA2011 展示会 

JAPAN ブランド育成事業 

図 1 北農工の JAPAN パビリオン 
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図 3 スマートファーミングのコンセプト 

図 4 AGCO Fendt社の Guide Connect 

展示は JAPAN パビリオンを設け，天井には国

旗を配置，英文と独文のカタログの用意，DVD

の映像と通訳により機械の説明を行った。 

多数の来訪者が足を止め DVD を見ており，受

付カウンターへの来訪者には機械の特徴や機能

の説明，価格などの問い合わせに対応した。来訪

者数は農家，ディーラー，公的機関であり，ディ

ーラーの割合が高かった。問い合わせ内容は，価

格，見積書作成，実演希望など，約 200 件，70

ヶ国であった。 

今回の展示会では2,703社の出展，419,212人の

来場があり，そのうち約10万人がドイツ以外から

の参加であった。また，オーストリア，イタリア，

ヨーロッパ中東部のロシア，チェコ，ウクライナ

や南北アメリカ，インド，中国，パキスタンなど

の参加者が増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示している農業機械は，大型化傾向は前回の

展示会より続いており，一方精密農業，IT関連の

機器とそれを組み込んだ作業機が増加していた。 

作業機の機能の高度化も進み，スプレーヤでは

散布量制御は当り前でノズルや配管の洗浄シス

テム，ブロードキャスタでは風向により吐出量や

方向を変え，散布分布の変動を減少される機能な

どが展示されていた。普段から農家の利用が多い

作業機についても着実に機能向上が図られてお

り，時流に流されない開発に次世代の北海道農業

機械の姿を見たように感じた。 

精密農業や技術革新や IT 化では， ISO-BUS を

採用した機種が前回より多く，実用化に向かいつ

つある。 

今回のアグリテクニカでは「スマートファーミ

ング」という言葉が使用され，セミナーも開催さ

れた。これは精密農業(Precision Farming)やIT，ロ

ボット化を統合した概念，つまり「知的で持続的

な作物生産」である。初めての言葉で，定着する

かは疑問である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AGRI TECHNICAでは出展者が申請した機種の

中から画期的な開発品にはメダルが贈られる。金

メダルはAGCO Fendt社のGuid ConnectとKrone社

のNON-STOP Round Baler-Wrapperwであった。

Guid Connectは1人のオペレータが操縦するトラ

クタにもう1台のトラクタを自動追従させ，1人で

2台のトラクタを制御するシステムである。耕起，

砕土作業を行っており，後方のトラクタは前方の

トラクタと無線で連携し，高精度GPSによって正

確に自動操舵されている。 

銀メダルは39機種に与えられた。低損傷な高能

率オリーブ収穫機，ぶどう収穫機，所有するすべ

ての自走機械を1つのキーで操作できるスマート

キー，フロントマウント作業機の揚力自動制御シ

ステム，トレーラブレーキシステム，テレハンド

ラー垂直リフトシステムなど，センサーや電子部

品と油圧装置を駆使した高機能機械とともに，ア

マゾネ社のブームスプレーヤのSmart Refillシステ

ムやブロードキャスタのWind Control・Headland 

Controlシステム，ラウチ社のブロードキャスタの

SPREAD CONTROL，クバナランド社のGEO 

spreadシステムなど，資材散布量や散布精度の最

適制御技術などであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 入場者数 
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展示会の出展は，経済産業省の JAPAN ブラン

ド事業で行った。 

AGRI TECHNICAは2年毎に開催されており，

1 度の参加では製品や会社の認知度や信頼性の確

保は低いと思われ，次回の参加も検討すべきだろ

う。また，北海道の農業機械の特徴や技術，考え

方などを明確にアピールすることも大切と感じ

られた。今回の展示会は盛況であり，ご協力や援

助を頂いた関係各位に感謝いたします。 

 

 

 

 

 
当会は，台湾で開催される農業機械展に北海道

から 5 社が製造している畑･野菜用農業機械の展

示を行った。展示会の主催者は，雲林縣政府およ

び台灣區農機工業同業公會で，開催日程は 10/22

～10/24 の 3 日間である。展示場所は雲林縣虎尾

鎮高鐵預定區である。 

展示機械は 5 社，7 機種で，展示機種はにんじ

んハーベスタ，だいこん洗浄機，じゃがいも皮む

き機，トラクタ用リヤバケット，枝豆もぎ取り機，

たまねぎ根切り機，たまねぎディガーで，台湾で

栽培面積が多いたまねぎ，にんじん，だいこん，

えだまめ，ばれいしょなどの野菜用機械である。 

北海道の農業機械は高価であり，合作社や農會

などの大規模集団営農，比較的安価な機械は小営

農集団に導入可能と考えられる。 

台湾最大の農業機械展示会というが，展示会場

は空き地の多い工業団地の中で，アスファルト道

路の上にテントを張り展示する小間を設定して

いる。展示会初日には開会式があり，雲林縣政府

や台灣區農機工業同業公會および多数の関係者

の挨拶があり，開会式終了後，モデルの人形やト

ラクタを先頭に展示会場内のパレードがあった。 

北農工のブースでは多数の来訪者が足を止め，

機械を見ていた。1 日に 5～6 回各社の集中説明会

を設けたが，映し出された DVD の画像を熱心に

見ていた。にんじん収穫機やだいこん洗浄機など

各社の機械を見て，「こんな作業まで機械化でき

るのか」といった印象を持っていたようであった。

さらに関心を持った方は個別に機械や機能の説

明を行った。 

北農工ブースへの来訪者数は多数で数える事

が出来なかった。呉理事長を訪問し，来場者数を

聞いたところ，昨日は 10 万人，本日 4 万人との

「白髪三千丈」的な答えであったが，来訪者数は

5～8 万人程度と推定された。来訪者は親子連れも

多く，お祭り的な賑わいであった。また，呉理事

長は日本の国際農機展に台湾からも展示したい

との希望を持っていた。 

北農工ブースで，価格の問い合わせや購入希望

などの来訪者は 30 名程度で，数件の商談が進ん

でいる。 

展示会では，ニューホランド，ヤンマー，ジョ

ンディア，井関農機の大農機展示，自走式落花生

収穫機の展示(2 カ所，同機種)もあるが，大半は

小農具の展示が多い。とくに目についたのはティ

ラー用の各種刀の展示で，耕耘から畦たて，果て

は草刈りまでを行う。また，背負式の防除機，タ

イヤや部品，工具の展示も多い。暑いところなの

で豚舎などの冷却に使用するミスト機の展示も

多かった。農機具のブースの他に，台湾国内の各

地の農会による農産物の直売，農薬や有機農業用

資材などを展示している各種資材メーカー，農業

試験所による米食推進コーナーがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011 台灣農業機械暨資材展 

ものづくり事業者等海外販路開拓事業 

図 1 開会式 

図 2 展示会風景 
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2011/2 北農工 台湾で展示会開催 

地域中小企業海外販路開拓支援事業（地域

企業立地促進事業）により，平成 22 年 2 月

18 日(金)，雲林縣東勢郷東南村東勢西路 392

巷 77 號で展示会を開催。参画会員は訓子府

機械工業，福地工業，エフ・イー，本田農機

工業，オサダ農機，アトム農機，キュウホー

の 7 社。 

 

☆2011/7 エフ・イー佐々木社長が「夢の扉」に

出演 

7 月 10 日(日)6:30～，全国ネット TBS テレビ

系「夢の扉＋（プラス）」に(株)エフ・イーの佐々

木社長が出演。放送内容は「野菜洗浄」から農

業革命を！ハイスピードカメラがとらえる驚

異の洗浄技術！ 

 

2011/9 北農工 一般社団法人に認定 

9 月 1 日付けで当会は一般社団法人に認可さ

れました。活動内容はほぼ同じですが，公益性

を高めるために講演会，学習会などを開催する

予定です。案内は当会ホームページに掲載しま

すので，ご覧ください。http://hokunoko.jp/ 

 

2011/10 北農工 台湾の農業機械展に出展 

ものづくり事業者等海外販路開拓支援事業

で，2011 台灣農業機械暨資材展に出展。主催者

は，雲林縣政府および台灣區農機工業同業公會，

開催日程は 10/22～10/24 の 3 日間，展示場所

は雲林縣虎尾鎮高鐵預定區。参画会員は訓子府

機械工業，エフ･イー，アトム農機，オサダ農

機，本田農機工業，福地工業の 7 社。 

 

2011/11 北農工 AGRI TECHNICA に出展 

JAPAN ブランド育成支援事業により，当会は初

めて，ドイツ Hannover 市で開催されている AGRI 

TECHNICA 農業機械の展示会に「JAPAN パビリ

オン」のブースを作り出展。展示日程は 11/13～

11/19 の 7 日間で，5 社の農業機械を展示。展示機

械は，アトム農機･リヤバケット，オサダ農機･に

んじんハーベスタ，エフ･イー･じゃがいも皮むき

機，サンエイ工業･ポテトハーベスタ，東洋農機･

除草機の 6 機種。今回の展示会では 2,703 社の出

展，419,212 人が来場。そのうち約 10 万人がドイ

ツ以外から来訪で，当会のブースにも各国から多

数の来訪があった。 

 

 

 

 

 

2011/9 株式会社北原電牧が退会 

永年に渡り当会の当会の発展にご尽力してい

ただき，ありがとうございました。発展を祈念し

ております。 

 

お悔やみ 

日農機製工株式会社 取締役名誉会長 安久津 

義人さんが 3 月 14 日逝去されました。安久津会

長さんは設立時から当会の発展にご尽力してい

ただきました。心よりご冥福をお祈り申し上げま

す。 

お悔やみ 

スガノ農機株式会社 相談役 菅野 祥孝さんが

7 月 15 日逝去されました。9 月 1 日上富良野町で

お別れ会が開催されました。菅野相談役は設立時

から当会の発展にご尽力していただきました。心

よりご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
 

★東北大震災，福島原発の事故発生。1 日も早い

復興を祈念しております。 

★TPP 交渉に参画の意向。今後の農政の方向に注

視。農機業界にも影響が・・・。 

★今年も天候不順で農作物生産に影響。 

★急激な円高で輸出産業が打撃。海外移転が加速

か。 

★第 32 回国際農機展が中止。2014 年度に開催予

定。 

★農作業死亡事故が増加。安全運動の推進と対策

が急務。 

★道内 167 集落が過疎化でピンチ。住民の 7 割が

65 歳以上。都市でも。 

★発行回数が減り，申し訳ありません。今年こそ

は。 

（文責 原 令幸） 

農業機械業界･本会会員の動き お知らせ 
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